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一
般
的
に
、
危
険
と
い
う
と
多
く
の
人

は
屋
外
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
せ
ん
か
。
し

か
し
、
実
際
は
家
の
中
に
も
数
多
く
の
危

険
が
あ
る
の
で
す
。

　
昨
年
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
家
庭
内
事

故
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
は
、
過
去
6

年
間
に
セ
ン
タ
ー
へ
報
告
の
あ
っ
た
も
の

だ
け
で
も
2
万
件
以
上
で
し
た
。

○
危
害
の
内
容

　
ど
の
よ
う
な
危
害
が
多
か
っ
た
か
と
い

う
と
、
打
撲
・
挫
傷
が
約
4
割
、
次
い
で
骨
折

が
約
2
割
、
次
い
で
刺
し
傷
・
切
り
傷
、
や
け

ど
の
順
で
し
た
。

○
危
害
の
原
因

　
危
害
原
因
と
な
る
設
備
・
商
品
で
み
て

み
る
と
、
ど
の
年
代
で
も
多
い
の
が
階
段

で
す
。
次
い
で
、
65
歳
未
満
で
は
包
丁
、

65
～
74
歳
で
は
脚
立
・
は
し
ご
、

75
歳
以
上
で
は
ド
ア
・
柱
・
敷
居

な
ど
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
危
害
の
き
っ
か
け

　
危
害
の
き
っ
か
け
で
は
、
65

歳
未
満
で
は
「
切
る
」｢

そ
の
他

｣

「
転
落
」
の
順
、
65
歳
以
上
で

は
「
転
倒
」
「
転
落
」
「
そ
の

他
」
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
年
代
別
の
特
徴

　
以
上
を
み
て
み
ま
す
と
、
年
代
に
よ
っ
て

家
庭
内
事
故
の
様
子
が
だ
い
ぶ
違
っ
て
い

る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
簡
単
に
ま

と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 
 

20
歳
～
64
歳

　
包
丁
や
食
器
な
ど
で
切
る
事
故
が
多
い
。

 
 

65
歳
～
74
歳

　
階
段
や
脚
立
な
ど
か
ら
転
落
し
た
り
、
ド

ア
や
敷
居
な
ど
で
転
倒
す
る
事
故
が
多
い
。

 
 

75
歳
以
上

　
自
宅
内
の
様
々
な
と
こ
ろ
で
転
倒
、
転
落

す
る
事
故
が
多
い
。

○
高
齢
期
の
特
徴

　
特
に
、
後
期
高
齢
者
と
呼
ば
れ
る
75
歳
以

上
で
は
、
段
差
の
な
い
床
の
上
で
も
転
倒
が

多
い
の
が
実
態
と
し
て
多
い
よ
う
で
す
。
そ

れ
は
、
加
齢
に
よ
っ
て
視
力
、
バ
ラ
ン
ス
機

能
、
筋
力
な
ど
低
下
し
て
く
る
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。
そ
れ
ら
に
加
え
、
若
い
時
に
は

何
で
も
な
か
っ
た
物
が
加
齢
と
と
も
に
大

き
な
障
害
物
と
な
っ
て
、
転
倒
へ
つ
な
が
る

と
い
う
ケ
ー
ス
が
と
て
も
多
い
の
で
す
。

○
身
の
ま
わ
り
の
「
危
険
物
」

　
以
外
と
危
険
な
の
が
、
床
面
に
置
い
た
物

や
布
団
な
ど
で
す
。
動
く
の
が
お
っ
く
う
に

な
る
と
、
つ
い
手
元
に
色
々
な
物
を
置
き
が

ち
で
す
。
で
も
、
そ
の
よ
う
な
物
が
暗
く
て

見
え
な
か
っ
た
り
、
そ
の
物
が
滑
っ
て
動
く

よ
う
な
も
の
で
す
と
大
変
危
険
で
す
。
ま

た
、
布
団
の
端
に
足
を
と
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
も
起
こ
り
や
す
い
で
す
。
寒
い
季
節
は

コ
タ
ツ
布
団
を
広
げ
る
た
め
、
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。

　
各
家
庭
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
家
の
仕
事
や

役
割
な
ど
を
担
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
内
事
故

と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
を
行
っ
て
い
る
う
ち

に
事
故
に
遭
う
と
い
う
と
い
う
、
と
て
も
身

近
な
危
険
な
の
で
す
。
普
段
か
ら
十
分
に
気

を
つ
け
て
、
家
の
中
で
も
安
全
に
生
活
を
し

て
い
く
よ
う
に
心
掛
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

健康科学大学
コーナー

家の中にもある危険

作業療法学科　教授

守口 恭子

Health Science University

身のまわりの「危険物」の例 掛け布団の端、新聞紙、
電化製品のコード　など

家庭内事故の原因で多いもの

20～64歳

包丁など 階　段 階　段
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富士と湖の自然をみつめて富士と湖の自然をみつめて

ご意見・ご質問は、TEL（FAX）0555－20－3510　河口湖フィールドセンター　自然共生研究室まで

理科副読本委員会実地研修　富士山五～三合目

ホタルの幼虫生育状況

河口湖畔クリーン作戦　河口湖緑の少年隊が活躍

　町内の小中学校で使う理科副読本をつくるための委員会が今年度からスタートし、すでに数回開かれていますが、富士山と

その周辺の自然を先生方に実際に見ていただく目的で実地研修を行うことになり、第１回目が１１月９日（火）に、富士山の

高山帯から亜高山帯の自然を見るため、五合目から三合目で行われました。五合目の御庭付近では「ホシガラス」に出会う偶

然にも恵まれ、火口から富士山の上部の様子と、裾野から御坂山脈、遠くは八ヶ岳から

南アルプスまでを見ることができ、地質・植物・動物の概要を説明してもらうなかで、

ハイマツのない富士山の特異な自然を見て、様々な角度から自然を見ることの大切さと、

富士山の自然の歴史的変化を感じることができました。

　四合目の駐車場では、最初霧がかかっていて見えなかった「大沢崩れ」（写真）がは

っきりと見えてきて、何層にも分かれていること、中央部にマグマの先端が割れ目をつ

くっている様子や滝状にツララができている様子まで見ることが出来ました。また、植

物の移り変わりと高山帯での冬の偏西風の強さや土壌や水分条件で植物の種が変わるこ

ともわかりました。三合目駐車場上の亜高山帯林の中では、シラビソ・オオシラビソ等の違いや動物とのつながりなどを学ぶ

ことが出来ました。

　２回目は１１月２４日に剣丸尾と青木ヶ原の違いから山地帯の自然を学び、１２月２０日には湖畔沿いにある各学校周辺の

自然を見る予定になっています。何より先生方の熱心なまなざしと真摯な姿勢から、再来年には素晴らしい本が出来るのでは

と期待されます。

　毎年７月からゲンジボタルの幼虫を飼育していますが、一昨年は１令幼虫のカワニナへの食いつきが悪かったため、昨年は

約9000頭の１令幼虫を２週間ほど水槽でまとめて飼ってみましたら、春までに約2600

頭という、これまで最高の多くの幼虫が生き残りました。

　そこで今年は、同じ方法を使いながら昨年より少ない3000頭を、12個の飼育槽にほ

ぼ同数に分けて、槽の中の岩石も一度乾燥させて再利用して飼育してみました。10月

22日に一個の槽をチェックした時には、幼虫が写真のように順調に大きくなっていた

のですが、例年より個体数は少なくなっていました。来年の３月までどの位の個体が

生き残るか楽しみにしながら飼育を続けています。

　河口から大石までの湖畔を清掃しながら野鳥を観察するクリーン作戦が、11月20日（土）心配された天気も五合目まで雪が積

もった富士山が見えるほどの好天に恵まれ、河口湖緑の少年隊や河口湖ジュニアレンジャー等の小中学生に一部の親御さんも

参加して下さり、総勢50余名で実施されました。

　日本鳥類保護連盟山梨県支部長の中村司先生（山梨大学名誉教授）をはじめ、

杉原・市川・大倉の各先生方に講師をお願いし、釣り糸がからまって死ぬ水鳥が出

ないように、釣り糸を重点に、その他のゴミも拾い集めました。最後に、杉原廣先生

から今日見られた野鳥について、中村司先生から富士山を含めた鳥のすみ分けにつ

いてお話を伺い、篠原館長のまとめの言葉で終了しました。

　先生方から「奉仕の気持ちでよくがんばってくれた」という感想を頂くと同時に、

「鳥類の命を守ることが私たち人の命を守ることにつながる」とおっしゃった中村

司先生の言葉にこの活動の意味が集約されているのではないかと思いました。協賛

いただいた日本ハムの方々にも御礼申し上げます。

＜ショート・ニュース＞

★�富士河口湖町内のニホンザルの動きを知り被害防除策を検討するために、東京農工大学大学院博士課程の江成広斗君と修

士課程の畝井由幸君が本格的に調査研究を開始しました。河口から浅川・船津・吉田を移動している「吉田群」を中心に追い

かけています。皆様の近くにお邪魔したときには宜しくご協力をお願いいたします。

★�五合目のリスは、11月下旬までヒメコマツの種子を中心に食べて五合目周辺で生活していたそうですが、雪が降ったらど

うなるでしょうか？今後の動きが注目されます。
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女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

　

リ
レ
ー
こ
ら
む

リ
レ
ー
こ
ら
む

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
講
演
会

「
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に

 

ぴ
ゅ
あ
富
士
出
前
講
座
を
開
催

「
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に

 

ぴ
ゅ
あ
富
士
出
前
講
座
を
開
催

　
11
月
11
日
、
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
講

師
に
都
留
文
科
大
学
教
授
田
中
夏
子
先
生
を
迎
え

「
ぴ
ゅ
あ
富
士
出
前
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は

あ
い
に
く

の
悪
天
候

で
し
た
が
、

講
演
会
に

は
、
富
士

河
口
湖
町

の
各
地
域

か
ら
大
勢

の
方
が
参

加
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
、
町
づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
と
も
に
『
男
女
共
同
参

画
社
会
』
に
つ
い
て
考
え
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
先
生
か
ら
提
案
さ
れ
た
主
題
は
、
「
人

間
が
大
事
に
さ
れ
る
働
き
方
・
暮
ら
し
方
を
求
め

て
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
う
い
っ
た
視
点
か
ら
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
お
話
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

「
生
き
に
く
さ
」
を
抱
え
る
人
々
が
、
い
っ
た
い

そ
の
「
生
き
に
く
さ
」
が
何
に
由
来
す
る
の
か
、

そ
れ
を
自
分
自
身
に
、
社
会
に
向
け
て
働
き
か
け

て
い
く
中
で
、
少
し
ず
つ
人
間
が
大
事
に
さ
れ
る

暮
ら
し
方
・
働
き
方
が
拓
け
て
い
く
・
・
・

こ
う
い
っ
た
先
生
の
観
点
か
ら
、
具
体
的
な
事
例

を
紹
介
し
な
が
ら
の
講
演
で
し
た
。

　
こ
の
講
演
会
で
は
、
大
勢
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト

の
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
月
号
の
リ
レ

ー
コ
ラ
ム
で
は
推
進
委
員
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
で
は
、
毎
月

2
回
の
定
例
会
の
開
催
、
ま
た
、
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
他
団
体
主
催
の
研
修
会
や
講
演
会

に
参
加
す
る
な
ど
啓
発
、
啓
蒙
の
た
め
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
定
例
会
で
は
、
問
題
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
地
域
の
人
た

ち
が
男
女
共
同
参
画
社
会
に
対
し
て
の
関
心
や

意
識
が
低
い
こ
と
を
実
感
し
、
推
進
委
員
会
と

し
て
ま
ず
住
民
の
意
識
改
革
の
た
め
の
啓
発
活

動
、
実
践
を
重
要
課
題
と
し
、
今
回
の
講
演
会
、

寸
劇
の
上
演

を
実
施
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で

「
男
女
共
同

参
画
」
が
テ

ー
マ
の
講
演

会
に
は
、
男

性
の
参
加
者

が
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、参
加
者
約
2
0
0
名

の
う
ち
男
性
が
半
数
以
上
と
今
ま
で
に
な
い
関

心
に
驚
い
た

と
同
時
に
心

強
く
思
い
ま

し
た
。

　
先
生
の
講

演
の
中
で
、

ス
ロ
ー
ラ
イ

フ
、
ス
ロ
ー

ワ
ー
ク
、
ま

た
フ
ァ
ー
ス

ト
フ
ー
ド
に

相
対
す
る
ス

ロ
ー
フ
ー
ド

な
ど
「
市
場

論
理
」
で
な

く
「
暮
ら
し

の
論
理
」
と
い
う
考
え
方
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
こ
う
い
っ
た
考
え
方
を
も
と
に
生
き
に
く

さ
、
生
き
ず
ら
さ
を
乗
り
越
え
て
、
人
間
と
し

て
お
互
い
の
生
き
方
を
理
解
し
あ
え
る
社
会
づ

く
り
に
む
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
寸
劇
『
「
小
池
家
」
と
「
外
川
家
」
の

休
日
』
は
、
大
変
好
評
で
し
た
。
ご
要
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
地
区
へ
出
向
い
て
の
「
出
前
上
演
」

も
い
た
し
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
ご
提
案
等
も
あ
わ
せ

て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　 

町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
　
渡
辺
秀
樹

（
連
絡
先
：
生
涯
学
習
課
内
男
女
共
同
参
画
推

進
委
員
会
事
務
局
７
２-

６
０
５
３
）

寸劇は会場を笑いのうずに

会　場
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http://www.mfi.or.jp/kawato1/   e-mail kawato1@mfi.or.jp

毎週月曜日・年末休館日 (27日～31日)

火曜日 大石・河口分館読み聞かせ会

木曜日 午後３時～６時

午後３時～６時

14日（火） 16:30～2・ 9 ・16日

7・14・21日

富士河口湖町立図書館　TEL &FAX 0555-73-3963

休館日

開館日

●本館の2004年12月の予定●

日本語 英　語

●本館読み聞かせ会の予定●

●大石・河口分館2004年12月の予定●

お　休　み 7日・21日(火) 10:30～

（町内）足立　朗/相沢　まき子/岩村　仁美/伊藤　久子/一力　彩香/内田　由美子/小佐野　文雄/

大草　文夫/大塩　絵理子/小山田　伊津子/奥脇　新吾/小佐野　昌博/小佐野　芽唯/小野　文/小

俣　恵美/金子　宏美/金沢　恵子/柏倉　すみ江/勝俣　ゆき子/梶原　喜世子/金沢　保子/門岡　ひ

ろみ/金原　久尚/梶原　兼広/梶原　久美子/梶原　美香/菊池　知美/黒澤　正美/倉沢　保子/小

見　慶子/児玉　恵美/小林　啓二/五味　希梨/駒谷　みつ子/佐藤　ふみ子/流石　源則/清水　知

美/清水　千津子/篠原　滋美/玉村　和美/高橋　まさる/塚田　兼二/筒井　真澄/外川　成人/外

川　美香/外川　節子/外川　あつ子/奈良　麻由子/中村　敏子/中村　珠美/新館　歩/林　次郎/平

田　澄雄/平賀　満/古屋　里恵/古屋　淳美/舟久保　香織/堀内　福代/堀内　佳美/堀内　梅子/

松浦　雅美/松浦　浩子/松浦　正宗/松浦　敬子/松村　ゆかり/宮崎　利男/宮崎　リサ/三浦　正司

/三浦　信子/山本　じん/山本　寿美子/矢沢　仙次/渡辺　ひろ江/渡辺　美和/渡辺　勇樹/渡辺

英幸/渡辺　トミ子/渡辺　紀久子/渡辺　ひろ

（町外）稲村　富美子/小河　久/金澤　孝子/権正　みゆ紀/鈴木　昭紀/竹市　進直/高山　直久/土

橋　寿/中込　時子/堀内　政三/永井　鎮子/宮下　和美/三浦　史子/宮下　勤/

　11月3日の文化祭で、図書館友の会（渡辺　松雄会長）により、古本市が開催されました。

古本の他、友の会手作りのドーナツやフランクフルト等を販売し、収益119,073円を資料購入

費として寄付していただきました。図書館では、新しい資料を購入し、利用者の方々に提供し

ていきます。

　尚、この図書館友の会の事業にご協力くださった方々をご紹介し、厚くお礼を申し上げます。

古本市　ご協力ありがとうございました！

○古本市ご協力ありがとうございました。（敬称は省させていただきます。）

▼愛の群像　4～11

▼デューク更家の

　ウォーキングエクササイズ

▼WOMAN 6 　▼Breath 最新CM曲　

▼奥田　民生　LION　▼Utada　エ

キソドス　▼HYDE ROENTGEN　▼アジアンカンフー･ジ

ェネレーション　ソルファ　▼ORANGE RANGE ORANGE 

BALL ▼ドラえもんの小倉百人一首　▼ドラえもんの

ことわざかるた

新着CD紹介

新着ビデオ

新着DVD

年末
年始休館のお知らせ年末
年始休館のお知らせ年末
年始休館のお知らせ

○長期休館のため、通常の2倍貸出しをします。

▼　図　　　書　　12月14日（火）～

▼　視聴覚資料　　 12月21日（火）～

12月27日●～1月4日●月 火

▼冬のソナタ　1～10▼冬のソナタ　1～10
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　保育所に入所するためには一定の基準があります。ご不明な点や相談などありましたら町保育所担当

（ＴＥＬ７２－６０２８）又は各保育所へお問い合わせ下さい。

　なお、現在入所中の児童について引き続き入所を希望する場合には、後日現在入所している保育所を通

じ継続入所申込書（家庭状況調査票、所得証明書や在職証明書など）を提出していただきます。

《保育所見学》

　１２月９日（木）・１０日（金）の午前１０時から午前１１時３０分の間、保育所の見学ができます。

施設の状況や保育の様子など見学いただき保育所入所の参考にして下さい。

　なおこの日程で都合がつかない場合は、直接各保育所に連絡のうえ、見学を行うことができます。

　町では来年４月から新しく保育所へ入所を希望される児童の入所申し込み受付を

次の日程で行います。

＊入所申込書は、希望する保育所へ提出してください＊

入所申込書は、町役場（各地区出張所等）・各保育所に用意してあります。

保育所入所申込受付平成17年度

入 所 希 望 保 育 所 受 付 期 日 受 付 時 間

船津保育所　（72－2007） １２月１５日（水）～

　　　１２月１６日（木）

１２月１５日（水）

各保育所とも

　１０時００分～１１時３０分

　１３時３０分～１５時００分

小立保育所　（72－1646）

大石保育所　（76－7754）

河口保育所　（76－7617）

こもも保育所（83－3323）

勝山保育所　（83－2124）

足和田保育所（82－2954）

受付期日と

場 所

　
町
社
協
で
は
、
身
障
福
祉
会
、
老
人
ク

ラ
ブ
、
母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
連
合
会

の
会
員
を
対
象
に
、
11
月
９
日(

火)

に
、

町
民
体
育
館
に
お
い
て
、
『
ふ
れ
あ
い
福

祉
運
動
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
各
地
区
か
ら
総
勢
3
8
1
名
が
集
ま
り
、

10
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
魚
釣
り
、
玉
入
れ

な
ど
、
８
種
類
の
競
技
を
し
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
相
互
の
理

解
を
深
め
、
ふ
れ
あ
い
や
交
流
を
通
じ
て

活
力
に
満
ち
た
「
地
域
づ
く
り
」
に
役
立

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
優
　
勝 

… 

小
立
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
準
優
勝 

… 

大
石
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
３
　
位 

… 

勝
山
老
人
ク
ラ
ブ

　
当
日
は
、
民
生
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん

に
、
競
技
進
行
等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
養
護
学
校 

高
等
部
の

生
徒
さ
ん
が
、
去
る
10
月
４
日
～
８
日
の

５
日
間
、
町
社
協
事

務
所
で
、
修
業
の
実

習
を
し
ま
し
た
。

　
主
な
仕
事
と
し
て
、

パ
ソ
コ
ン
で
の
帳
簿

へ
の
打
ち
込
み
を
し

ま
し
た
。
傾
斜
な
場

所
も
車
椅
子
で
自
力

移
動
し
、
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
の
挨
拶
は
、
職

員
が
初
心
の
気
持
ち
に
な
る
ほ
ど
、
す
が

す
が
し
い
も
の
で
し
た
。
実
習
生
よ
り
の

感
想
が
届
き
ま
し
た
の
で
、
一
部
紹
介
し

ま
す
。

　
12
月
29
日
（
水
）
～
１
月
３
日
（
月
）

ま
で
、
船
津
温
泉
休
業
施
設
（
芙
蓉
の
湯
）
並

び
に
高
齢
者
体
力
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（
健

康
プ
ラ
ザ
）
は
、
年
末
年
始
休
業
に
な
り

ま
す
。
送
迎
バ
ス
も
休
業
に
な
り
ま
す
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　

社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

　
こ
の
実
習
の
期
間
中
、
努
力
し
て

き
た
事
、
反
省
す
べ
き
事
が
あ
っ
た
の

で
、
こ
れ
ら
の
生
活
に
ど
う
結
び
つ
け

る
か
考
え
る
と
共
に
、
自
分
だ
っ
た
ら

ど
ん
な
仕
事
が
向
い
て
い
る
か
を
考
え

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
短
い
期
間
で

し
た
が
、
楽
し
い
実
習
で
、
来
期
も
実

習
し
た
い
で
す
。
」

ス
ポ
ー
ツ
で
交
流

『
ふ
れ
あ
い
福
祉
運
動
会
』
開
催

町
社
協
事
務
所
に
て

養
護
学
校
生
徒
が
実
習

芙
蓉
の
湯
・
健
康
プ
ラ
ザ

送
迎
バ
ス
の
年
始
年
始
休
業

に
つ
い
て

「ガンバレー」の熱い声援の中、

「それ、入れ!」
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正
月
飾
り
講
習
会
の
お
知
ら
せ

平
成
16
年
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

自
動
車
燃
料
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

［
み
ん
な
の
手
芸
展
］
参
加
者
募
集
！

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス
「
放
送
大
学
」

平
成
17
年
度
普
通
課
程
訓
練
生
後
期
募
集
要
項

踊
り
子
募
集
！

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
集
合
徴
収
及
び
年
金
相
談

　
様
々
な
手
芸
に
親
し
ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ
が
集
う
県
民

文
化
祭
「
み
ん
な
の
手
芸
展
」
へ
の
出
展
を
募
集
し
ま
す
。

■
展
示
日
時
　
２
月
19
日
～
23
日
の
５
日
間

■
場
　
　
所
　
山
梨
県
郡
内
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

■
締
　
　
切
　
12
月
25
日

●
連

絡

先
　
み
ん
な
の
手
芸
展
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
ｔ
ｅ
ｌ
　
24
‐
４
４
０
６

　
平
成
17
年
度
第
１
学
期
学
部
生
・
大
学
院
修
士
科
目
生

及
び
平
成
17
年
度
大
学
院
修
士
全
科
生
学
生
募
集

◆
募
集
期
間
　
12
月
15
日
～
２
月
28
日

●
資
料
請
求
・
問
合
先
　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
ｔ
ｅ
ｌ
　
0
5
5-

2
5
1-

2
2
3
8
　

　
　
　
　
　
　
ｆ
ａ
ｘ
　
0
5
5-

2
5
1-

2
1
9
3

●
問
合
せ
先
　
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　
ｔ
ｅ
ｌ
　
0
5
5
4
‐
43
‐
8
9
1
1

　
　
　
　
　
　
ｆ
ａ
ｘ
　
0
5
5
4
‐
43
‐
8
9
1
2

■
訓
練
期
間
　
平
成
17
年
４
月
よ
り
１
年
間
　

■
応
募
資
格
　
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上

　
　
　
　
　
　
原
則
30
歳
以
下

■
募
集
期
間
　
１
月
25
日
～
２
月
25
日

■
選

考

日
　
３
月
７
日
　
当
校
で
筆
記
・
面
接
試
験

■
募
集
人
員
　
各
科
10
人
前
後

　
①
O
A
ビ
ジ
ネ
ス
科
　
パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
か
ら
事
務

　
　
処
理
能
力
及
び
知
識
（
各
種
資
格
取
得
有
り
）

　
②
電
気
シ
ス
テ
ム
科
　
電
気
設
備
技
術
者
養
成
・
電
気

　
　
工
事
士
の
資
格

■
会
　
場
　
町
中
央
公
民
館
第
２
研
修
室

■
対
象
者
　
国
民
年
金
保
険
料
未
納
者
（
は
が
き
で
発
送
）

　
県
で
は
心
身
障
害
者
が
使
用
す
る
自
家
用
自
動
車
の
燃

料
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
申
込
書
の
受
付
は
左
記
の

日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場
で
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
書
受
付
日

１
月
７
日
（
金
）
富
士
吉
田
合
同
庁
舎

１
月
12
日
（
水
）
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー(

都
留
市)

１
月
14
日
（
金
）
上
野
原
町
役
場

１
月
18
日
（
火
）
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー(

船
津)

１
月
19
日
（
水
）
大
月
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
月
20
日
（
木
）
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー(

都
留
市)

１
月
21
日
（
金
）
大
月
保
健
所

■
受
付
時
間

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
問
合
先
及
び
申
込
書
郵
送
先

　
大
月
市
大
月
町
花
咲
１
６
０
８
‐
３

　
富
士
北
麓
・
東
部
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部
障
害
福
祉
担
当

　
　
　
　
　
ｔ
ｅ
ｌ 

0
5
5
4
‐
22
‐
7
8
2
6
　
　

　
　
　
　
　
ｆ
ａ
ｘ 

0
5
5
4
‐
22
‐
7
8
2
8

　
チ
ー
ム
Ｍ
ｔ
富
士
は
、
富
士
五
湖
周
辺
の
ソ
ー
ラ
ン
踊

り
を
基
本
に
し
た
、
踊
り
好
き
な
仲
間
が
集
ま
っ
た
チ
ー

ム
で
す
。
演
舞
曲
も
多
数
あ
り
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
楽
し

く
踊
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
　
時
　
毎
週
木
曜
日
午
後
８
時
～
９
時
30
分

■
会
　
場
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
ホ
ー
ル
）

■
参
加
費
　
月
５
０
０
円

■
問
合
先
　
チ
ー
ム
Ｍ
ｔ
富
士

　
　
　
　
　
隊
長
・
志
村

　
　
　
　
　
℡ 

0
9
0
‐
4
8
3
5
‐
8
9
3
4

　
河
口
湖
ハ
ー
ブ
館
で
正
月
飾
り
の
講
習
会
を
行
な
い
ま

す
。
ど
う
か
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

■
日
　
時
　
12
月
22
日
（
水
）
午
後
２
時
～

　
　
　
　
　
12
月
23
日
（
木
）
午
後
７
時
～

■
場
　
所
　
河
口
湖
ハ
ー
ブ
館
　
２
階
　
工
房

■
内
　
容
　
水
引
を
使
っ
た
正
月
飾
り
（
置
く
タ
イ
プ
の

　
　
　
　
　 

テ
ー
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
）

■
定
　
員
　
各
50
名

■
費
　
用
　
3
0
0
0
円

●
連
絡
先
　
ハ
ー
ブ
館
　
72
‐
3
0
8
2

　
経
済
産
業
省
で
は
、12
月
31
日
現
在
で
わ
が
国
の
製
造
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
工
業
統
計
調
査
を
行
な

い
ま
す
。12
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
対
象
事
業
所
を
訪
問
い

た
し
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
統

計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

「
第
56
回
人
権
週
間
」
に
お
け
る
啓
発
活
動
と
し
て
、
特

設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
日
頃
人
権
問
題
に
つ
い

て
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
は
、
こ
の
際
お
気
軽
に
お
出
で
下

さ
い
。

■
日
　
時
　
12
月
７
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

■
場
　
所
　
町
役
場
１
階
１
０
４
会
議
室

■
日
　
時
　
12
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分
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骨
髄
バ
ン
ク
に
ご
登
録
く
だ
さ
い
！

「
富
士
北
麓
公
園
」
冬
季
期
間
の
無
休
営
業

小
中
高
校
生
の
た
め
の

　
　
　
春
休
み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集

第
28
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
司
法
書
士
協
議
会

　
　
市
民
公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

結
核
に
つ
い
て

ご
存
知
で
す
か
「
検
察
審
査
会
」

■
時
　
間
　
体
育
館
　
８
時
30
分
～
21
時

　
　
　
　
　
陸
上
競
技
場
８
時
30
分
～
17
時
30
分

　
文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年
研
修
協

会
で
は
、
小
中
高
校
生
を
対
象
に
し
た
春
休
み
海
派
遣
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
業
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
・
文
化
交
流
・
地
域
見
学
・
学
校
体

験
・
英
語
研
修
等
で
す
。

■
派
遣
先
　
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、

　
　
　
　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ

■
期
　
間
　
３
月
25
日
～
４
月
５
日

　
　
　
　
　
３
月
26
日
～
４
月
６
日

■
参
加
費
　
小
学
生
　
　
3
4
5
0
0
0
円
　

　
　
　
　
　
中
高
校
生
　
3
6
0
0
0
0
円

■
締
　
切
　
２
月
４
日
（
金
）

●
問
合
先
　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
　
　
　
　
ｔ
ｅ
ｌ
　
0
3
‐
3
3
5
9
‐
8
4
2
1
　

　
　
　
　
　
ｆ
ａ
ｘ
　
0
3
‐
3
3
5
4
‐
2
2
0
7

■
日
　
時
　
１
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
場
　
所
　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館

■
内
　
容
　
中
高
年
の
無
料
相
談
会
と
講
演
会
　

　
　
　
　
　
第
１
部
「
美
し
く
老
い
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
講
　
師
　
米
長
邦
雄
先
生

　
　
　
　
　
第
２
部
「
明
日
に
向
か
っ
て
勇
気
を
も
と
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
講
　
師
　
逸
見
晴
恵
先
生

●
問
合
先
　
山
梨
県
司
法
書
士
会

　
　
　
　
　
（
0
5
5-

2
5
3-

6
9
0
0
）

　　
白
血
病
な
ど
の
血
液
難
病
は
、
骨
髄
移
植
に
よ
り
健
康

を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
と
骨
髄
を

提
供
し
て
く
だ
さ
る
方
の
白
血
球
の
型
が
一
致
す
る
こ
と

は
大
変
ま
れ
な
た
め
、
骨
髄
移
植
を
受
け
ら
れ
な
い
患
者

さ
ん
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
先
　
吉
田
保
健
所
総
務
課
　
24
‐
9
0
3
2

　
山
梨
県
骨
髄
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
　
0
5
5
‐
2
5
1
‐
5
8
9
1

こ
ん
な
症
状
が
で
た
ら
要
注
意

　
＊
せ
き
↓
二
週
間
以
上
続
く

　
＊
た
ん
↓
い
つ
も
に
比
べ
て
多
い

　
＊
血
た
ん
や
喀
血
↓
た
ん
に
血
が
混
じ
っ
た
り
、
　
　

　
　
と
き
に
血
を
吐
く

　
＊
疲
労
感
や
倦
怠
感
↓
何
と
な
く
だ
る
い
、
疲
れ
や
す
い

　
＊
そ
の
他
↓
微
熱
や
寝
汗
、
胸
の
痛
み

●
問
合
せ
　
吉
田
保
健
所
　
地
域
保
健
課
　
24
‐
9
0
3
5

　
交
通
事
故
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
て
、
加
害
者
を
警
察
や

検
察
庁
へ
訴
え
た
が
、
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴
の
処
分
が
正
し
い

か
ど
う
か
を
審
査
す
る
の
が
検
察
審
査
会
で
す
。

　
費
用
は
一
切
無
料
で
、
秘
密
は
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
問
合
せ
先
　
都
留
市
中
央
２
‐
１
‐
１
（
裁
判
所
気
付
）

　
都
留
検
察
審
査
会
事
務
局
（
0
5
5
4
‐
43
‐
2
1
8
5
）

■
期
　
間
　
平
成
17
年
２
月
１
日
～
３
月
31
日

■
施
　
設
　
富
士
北
麓
公
園

　
　
　
　
　
（
体
育
館
・
陸
上
競
技
場
ト
ラ
ッ
ク
）

自衛隊では自衛隊生徒・自衛隊貸費学生を下記のとおり募集します。細部は、自衛隊山梨地方連絡部又は各募集事務
所へお問合せください。

お問合せ先
自衛隊山梨地方連絡部　甲府市北新１丁目７－９　　　　　　　　　℡０５５－２５３－１５９１
大月募集事務所　　　　大月市御太刀２－８－１０大月合同庁舎内　℡０５５４－２２－１２９８

平成１７年４月１日現在　１７歳未満の男子、中卒（見込み）
１６年１１月１日～１７年１月１１日
１次１７年１月１５日　２次１７年１月２８日～３１日の１日
１次１７年１月２４日　２次１７年２月２２日

自衛隊の中堅となる陸海空の曹（部隊の専門技術者）を養成する制度で、高校の卒業資格が取得できます。

平成16年度　採用自衛隊生徒・自衛隊貸費学生募集案内

大学（大学院を含む）に在学する学生で、歯科・理学・工学の各技術を専攻し、卒業（修了）後その学術を応用
して自衛隊に勤務しようとする者に対し、学資金を貸与する制度です。

大学の理学部、工学部の３・４年次又は大学院修士課程在学（正規の終業年限を終わる年の４月１日現在
で２６歳未満（大学院修士課程在学者は２８歳未満）
１６年１２月１日～１７年１月２０日
１７年２月６日
１７年４月下旬

自衛隊生徒

資　　格
受付期間
試験期間
合格発表

貸費学生

資　　格

受付期間
試験期間
合格発表


